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大月町備長炭生産組合

木の文化を実践している人たちの部



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大月町は高知県西南部に位置し、外洋に面していることから多くの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウバメガシが分布しています。大月町備長炭生産組合は、この地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　域資源（ウバメガシ）を活かした産業づくりを目的として平成22年に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発足し、備長炭の生産活動を行っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発足から10年が経過した現在までに、20～30代の若者や移住者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を生産者として育成するなど、堅調な運営基盤のもとで雇用創出に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大きく寄与してきました。　

　また、これらの活動は先人たちが残してくれたウバメガシによって成り立っていることから、後世へ繋げていく

ための育苗と苗木の植樹活動も行っています。この取り組みは、学校教育を通じて広く実施され、製炭学習と

併せて子どもたちへの森林環境教育としてプログラム化されています。その他にも、持続可能な森林資源の

利用を念頭に、和歌山県を定期的に訪問し択伐方式による天然更新技術を習得するなど、永らえる産業を目

指し、人づくり、山づくりに取り組んでいます。

団体の概要

選　　評

・森林を再生することで、地域産業を盛り上げる役目を果たしている点が評価できる。

・将来を担う若者に対して、誇りを持ってもらうような取り組みを実践している点が評価できる。


